
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東東中中だだよよりり  
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６月第２・３週にかけ、各部活動において選手権大会岩国支部予選が行われました。 
各部とも、これまで取り組んできた練習の集大成として、力の限り最後まで戦い抜いた試合でした。結果は、下に記載

の通りです。 
惜しくも県大会出場に一歩及ばず引退となった９年生、これまで大変お疲れ様でした。試合後、ある部の主将である

９年生が、応援していただいた保護者の方に対して、声を詰まらせ、涙ながらにお礼の言葉を述べる姿があり、見ている
人の胸を打ちました。これまで積み重ねてきた練習が、確かなものであったことが伝わってくる瞬間でした。約２年で身
に付けたことは、きっと、これからの人生の糧となることでしょう。また、県大会への出場を果たした部については、東中、
岩国市の代表としての自覚を高め、出場が叶わなかった仲間のためにも、さらなる実力アップを図ってほしいと思ってい
ます。今後も、さまざまな場面で、学校のため、地域のために活躍する９年生の姿が見られることを期待しています。  
現在、部活動に関しては、徐々にその活動あり方が変化しています。先行きが不透明な部分はありますが、部活動を

通して健康な心身をつくり、部員同士の絆を深め、人間的な成長を図ることに、何ら変わりはありません。生徒には、与え
られている環境に感謝の気持ちをもって、日々一生懸命活動に取り組んでほしいと思っています。 
 

＜選手権大会岩国支部予選結果＞ 
○野球部      ：第３位（準決勝敗退）   
○サッカー部    ：第２位（決勝戦敗退） 
○ソフトテニス部男子：（団体）予選リーグ戦敗退、（個人）敗退   
○ソフトテニス部女子：（団体）決勝トーナメント戦敗退、（個人）敗退 
○バスケットボール部：第６位（予選リーグ戦２位→順位別リーグ戦）   
○卓球部男子    ：（団体）第３位【→県選手権大会出場】、（個人）敗退 
○卓球部女子    ：（団体）予選リーグ戦敗退、（個人）敗退    
○剣道部男子    ：（個人）予選敗退  
○剣道部女子    ：（団体）４位【→県選手権大会出場】 

（個人）9年生上村さん（７位）8年生松本さん（５位） 
8年生長溝さん（８位）【→３名が県選手権大会出場】 

＜岩国支部予選なし、県選手権大会出場＞                 

○ソフトボール部   ○水泳：9年生白石君（50ｍ自由形、100ｍ自由形） 

たくさんの応援 
ありがとうございました！ 

相田みつおさんの本に「負ける練習」というページがありました。 
人は、悔しい思いや負けることを体験して、挫折に負けないたくましさを身に付けなければなりませ

ん。悔しさや負けた経験が全くなく大人になってしまったときに、努力を続けられない、つらいことに
耐えられない、負けや失敗をしたときに立ち上がれない耐性のない大人になってしまうことがあります。  
ある新聞の投稿に、以前放送されていた NHK の大河ドラマ「麒麟がくる」の一場面を紹介する記事

が掲載されていました。とても考えさせられる内容でしたのでご紹介します。  
 

駿河国（今の静岡県）の今川義元は、竹千代（後の徳川家康）を人質にとり、家来に対し 
「竹千代にはむごい教育をせよ。」と命じました。義元の考えを知らない家来は、竹千代に 
粗末な食事を与え、ほとんど休みなしで武術や学問を教え込む生活をさせました。これを聞 
いた義元は大いに怒り、このように言ったのです。「人質の竹千代には、朝から晩まで、海 
の幸や山の幸あふれる贅沢なご馳走を好きなだけ与えてやれ。寝たいと言ったら、いつでも 
いくらでも寝かせてやれ。学問や武術が嫌というならやらせるな。何事も好き勝手にさせた 
らよい。」そして、最後に、今川義元はこう言ったのです。「そのようにすれば、たいてい 
の人間はだめになるから。」  

 
極論かもしれませんが、これらのことから、子どものためにと思ってしてあげることが、 

実は子どもの成長を妨げていることもあるのではないか、と考えさせられました。 
さあ、家庭・地域・学校は、子どもたちをどのように育てていけばよいのでしょうか。 

「負ける練習」と「むごい教育」  
校長 倉本 敦 

校長のつぶやき 
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６月１９日(火)、育友会研修旅行が実施されました。昨年度、５年ぶりに復活し大好評につき、今年度も行程
を変え実施となりました。午前は「ヤマサキ西風新都工場」にて基礎化粧品の工場見学、「ゾーナイタリア古田
台」にて昼食、最後に「まちの駅ＡＤΟＡ大野」にてお買い物をして帰路につくという行程でした。参加された
皆様は、つかの間の非日常を満喫されたことと拝察いたします。下に、アンケートに記載された内容を抜粋して
ご紹介します。 

研修部及び執行部の皆様、企画から当日のお世話まで、大変お疲れ様でした。ありがとうございました。 
 
＜参加された方のアンケートより＞ 
・きれいな工場で、スタッフの方も詳しく説明してくださり、商品を使いたくなりました。 

・商品がどのように出来るのかわかってとてもよかったです。勉強になりました。 

・なかなかこういう機会が無いと見学できない場所でしたので、とても興味深く見学させていただきました。 

・景色もよく、日頃食べることができないメニューを食べられて、幸せな気持ちになれました。 

・普段行く機会のない工場見学と、豪華なランチをいただけてとても素敵な時間を過ごせました。ありがとうございました。 

・ランチは、とても美味しかったです。テーブルには、普段お話ししたことのない方もいらっしゃって、趣味の話もできま

した。同級生の方や異学年の方とも交流できました。 

・初めての参加で不安もありましたが、保護者の方々と楽しく交流できてよかったです。 

・昨年に続き参加させていただき、今年度もとても楽しかったです。企画してくださった研修部の方、ありがとうございま

した。 

・研修部の皆様、いろいろと計画や当日のコーディネート等ありがとうございました。今後も継続できればよいと思います。 

６月１７日（月）、４校一斉地域清掃が行われました。 
東地区、装港地区、小瀬地区に分かれ小中合同での地域清掃

活動は、小中一貫教育を推進している「ひがし学園」校区なら
ではの活動と言えます。わずかな時間ではありましたが、地域
の美化に貢献できたことと思います。また、ボランティアとし
て、ともに活動いただいた保護者・地域の皆様、大変お世話に
なりました。 

６月２０日（木）、「いじめ防止」をテーマに学級討議が行
われました。各学級の総務や生徒会執行部が進行役となり、「な
ぜいじめがなくならないのか」「いじめをなくすために自分が
できることはないか」などについて考えました。出た意見をも
とに、７月の生徒総会において「東中学校いじめ防止五箇条」
を作成する予定です。次回も真剣な討議を期待しています。 

日 曜 行事など 給食

1 月 薬物乱用防止教室（7年）、口座振替日 〇

2 火 東中あいさつ運動、高等学校等説明会(９年) ○

3 水 生徒総会、第2回小中合同専門委員会 〇

4 木 職場体験学習(８年) ○

5 金 職場体験学習(８年)、ＡＥＤ講習会（7年） ○

6 土

7 日

8 月 縦割班清掃 〇

9 火 クラスマッチ（9年）、租税教室（8年） ○

10 水 〇

11 木 クラスマッチ(８年) ○

12 金 クラスマッチ（7年） ○

13 土 土曜夜市

14 日 （土曜夜市※前日順延の場合）

15 月 海の日

16 火 個人懇談会１日目 〇

17 水 個人懇談会２日目、性に関する講演会（9年） ○

18 木 個人懇談会３日目、給食最終日 〇

19 金 終業式 ×

20 土 県選手権大会（ソフトボール）、土曜夜市

21 日 県選手権大会（ソフトボール、卓球）

22 月 県選手権大会（剣道）、土曜夜市

23 火 県選手権大会（剣道）

24 水

25 木

26 金

27 土 土曜夜市

28 日

29 月

30 火

31 水

7月の行事予定　　（※6/25現在のものです）


